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   Nine adult men with psoriasis were treated orally with 50-75 mg/day aromatic retinoid, etretinate 
for more than 3 months. Semen analyses as well as measurement of serum levels of LH, FSH, prolactin, 
testosterone and estradiol were performed before and every month during the therapy for 3 months 
or more in order to study the effects of the drug on male reproductive function. Average sperm con-
centration at 2 months after the treatment by the drug was higher than the untreated value, although 
this was statistically not significant due to greater variations. Decrease in sperm count during the 
therapy was observed only in one patient. Sperm concentration of this case, however, was recovered 
and increased to higher levels after 6 months on the drug. No change was found in other semen para-
meters including sperm morphology. All hormone levels remained unchanged except for prolactin 
which increased. We conclude that etretinate did not cause suppression of spermatogenesis nor im-
pairment of sperm motility or morphology as far as shown by the present observation periods.
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は じ め に
近年,皮 膚 科 領 域 に お い て ビタ ミンA類 似 体 で あ
るetretinateが広 く使 用 され て い る,etretinateは,
種 々の皮 膚 角 化 異 常 症 に対 し有 効 と報 告 され,と くに
乾 癬 に対 し て の有 効 性 に つ い て は,多 く の 文 献 が あ










































































検 査 方 法
全対 象 例 にetretinate投与 前,お よび投 与 後1カ
月,2ヵ 月,3ヵ 月 目に東 大 泌尿 器 科 内 分 泌外 来 に て
精 液検 査,内 分 泌 検 査 を施 行 した.
精液 検 査 は,3～5日 間 の 禁欲 期 間 を お い た の ち,
用 手 法 に て精 液 を採 取 し,精 液 量,精 子 濃 度,運 動
率,活 性 率,奇 型 率 を 箕 出 した。 同時 に,内 分 泌 検 査
とし て,血 中luteinizinghormone(LH),follicle
stimulatinghormone(FSH),testosterone(T),
prolactin(PRL).estradiol(E2)を測 定 した.以 上
のホ ル モ ンは三 菱油 化 メ デ ィ カル サ イsン ス社 に て ラ
ジ ォィ ム ノア ッセ イ法 に て 測 定 され た,な お,デ ー タ
の検 定 はWilcoxon'stestによ りお こな った
成 績
9症例の治療前,お よびetretinate投与中の精子
濃度の変動お よび各時期 の平均値 をFig.2に示し
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を 認 め な か った.奇 型 率 も治療 前25.6%,治療3ヵ 月
後22.8%と変 化 を認 めず,etretinate服用 の た め と思
わ れ る異 常 精 子 の増 加 は認 め られ な か った(Fig.4).
LHは,治 療 前15.4mlU/ml,治療3ヵ 月 後17.3
mIU/m1と変 化 を 認 め な か った。
FSHは 治 療 前9・2mIU/ml,治療3ヵ 月、後9.6
mlU/mlと変 化 を 認 め な か った(Fig.5).
Testosteroneはetretinate服用 前3.1ng!ml,治
療3ヵ 月 後3,4ng/mlで変 化 を認 め な か った.estra-
diolは治 療前16,7ng/ml,治療3ヵ 月 後14.7ng/mI
で 変 化 を認 め なか?た(Fig.§)...
Prolactinは,全症 例 で 増 加 を示 した.治 療 前9.7
ng/ml,治療1ヵ 月後14.3ng/ml,2ヵ月後15.7ngl
ml,3ヵ 月 後13.9ng/mlであ った.前 値 に 比 較 して
1,2ヵ 月 目め値 は危 険 率5%以 下 で,3ヵ 月 目の値








で精細管の形態63正常化す ると報告 してい る.し か
し,これはetretinateの治療法 から考えるときわめ
て大量の投与量であった.い っぼう,1981年にSchill
らは,etretinateを乾癬 患者に対 して投与 し,精液検
査をおこなっているto).彼らによるとetretinate服
用後,精子濃度は増加 してゆ ぐ傾向があ り,運動率
奇型率に も変化のないことより,少なくともヒトの精
子形成能には障害を与えないと報告 している.今 回,
われわれ も乾癬患者 に対しetretinateを投与 して,






奇型率に関してはetretinateを服用 して も,な んら
の変化を認めなかった.治 療前後の血中LH,FSH,






































本 論文の要旨は,第3回 日本 ア ン ドロロジー学会 において
報告 した.
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